
（2）平成14年３月３日市　報　に い が た（3）予　算　特　集　号

中枢拠点�
都　市�

快適生活�
都　市�

乳児保育の充実

延長・一時保育の充実

地域との連携による子育て支援などの充実

ひまわりクラブの運営・整備

介護サービスの充実

特別養護老人ホームなど建設への助成

在宅介護・自立への支援

高齢者の社会参加促進と生きが
い・健康づくり

障害者へのヘルパー派遣など訪問
サービスの充実

７億481

３億4903

8708

５億1267

235億

16億7351

５億4385

２億7387

４億1463

心身障害者小規模施設への助成

精神障害者通所作業所などへの助成

精神障害者への在宅生活支援

知的障害者通所授産施設｢ワークセ
ンター日和山｣、身体障害者療護施
設｢松潟の園｣建設への助成

障害者の社会参加の促進

市民健康診査の充実

救急医療体制の充実

市民病院の診療体制の充実

国民健康保険事業会計への繰出

２億8330

5277

3124

３億4883

２億5326

12億8526

２億6943

15億2897

24億2671

〈健康福祉都市〉に向けた主な事業と予算額 （単位万円）

身近な自然共生空間の創造

佐潟周辺の自然環境保全

豊かな水辺空間の創出

特色ある公園の整備

水と緑のポケットパークの整備

天然ガスごみ収集車の導入

国際環境協力の推進

ごみ分別収集の定着とリサイク
ルの推進

舞平し尿処理施設の整備

270

966

５億6857

５億700

１億2100

2725

409

７億4828

３億2405

公共下水道の整備・雨水対策

流域下水道・農業集落排水の整備

公共施設の雨水貯留浸透対策

宅地内雨水貯留浸透施設設置
の助成

上水道の配水管網の整備

信濃川浄水場の建設

公営住宅の建設と改修

都心での居住促進

消防・救急体制の充実

232億3000

10億3661

１億5400

１億

14億6994

40億4475

８億2600

500

２億1539

〈快適生活都市〉に向けた主な事業と予算額 （単位万円）

コミュニティハウス・自治会
集会所の整備

社会貢献活動の推進

郷土歴史博物館の建設

市民芸術文化会館事業助成

ナント美術館展

生涯学習センター・新国際友好　
会館の整備

黒埼市民会館の整備

黒埼図書館の増改修

図書館サービスの充実

学校と地域との連携

２億7841

164

33億9429

3億900

7800

7630

４億6200

２億1100

6463

１億5868

完全学校週５日制実施への取り組み

「総合的な学習の時間」に対応　　
した取り組み

体験学習の推進

国際理解教育の推進

教育情報ネットワークの整備

こどもコンサートの開催

小中学校などの改築・改修

黒埼南小学校の整備

万代高等学校の建設

中学校給食の実施　　　　　　　

3346

3229

2165

5803

６億4317

1794

35億240

５億2300

19億800

５億3930

〈文化創造都市〉に向けた主な事業と予算額 （単位万円）

にいがた水都フェスタの開催

万代島再開発事業

新潟駅周辺整備・連続立体交差事業の推進

市街地再開発事業の推進

右岸立坑展望展示室の建設

土地区画整理事業の推進

弁天線の整備

空港アクセス道路網の整備

新潟みなとトンネル・柳都大橋
関連道路など幹線道路の整備

電線類地中化の推進

北陸自動車道鳥原バス停駐車場の拡張

人にやさしい歩行者空間の整備

中小企業への制度融資

商店街にぎわい回復作戦の展開

中心市街地活性化への取り組み

観光イベントの充実

新たな事業・技術の創造支援

新しい農林水産業の構想

水田農業経営確立対策

総合卸売センターの整備

新川漁港の整備

〈中枢拠点都市〉に向けた主な事業と予算額　（単位万円）

15年4月開校予定の万代高等学校 友達と一緒に仲良く遊ぶ子どもたち（浜浦ひまわりクラブ）

Ｗ杯開催まであと89日。ビッグスワンでは、記念すべき日本での

初戦をはじめ３試合が行われます。

新潟の魅力を世界に発信し、新潟らしいおもてなしの心で、本市

を訪れる大勢の人たちを温かく歓迎しようと準備を進めています。

（施設名は仮称のものもあります）

４億5710

194億

１億4880

2264

１億5830

8138

2000

２億279

４億1200

２億8100

１億2527

10億197

9655

８億5680

１億2900

４億9000

11億8200

12億4200

30億6760

９億500

１億7000

エコープラザや地区事務所など10カ所で実施している古紙
の拠点回収商店街のにぎわい回復を支援

文化創造�
都　市�

（千円以下切り捨て）

保
育
園
で
の
乳
児
保
育
や
延

長
保
育
を
拡
充
し
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
の
開
設
時

間
を
、
利
用
料
は
据
え
置
き
の

ま
ま
午
後
６
時
ま
で
に
延
長
。

立
仏
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
の
移
転

新
築
な
ど
の
施
設
整
備
も
進
め

ま
す
。

地
域
で
の
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
る
た
め
、
育
児
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
、
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
育

児
相
談
な
ど
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

ま
た
、
１
歳
６
カ
月
児
と
３

歳
児
の
健
康
診
査
に
心
理
相
談

員
の
ほ
か
、
新
た
に
保
育
士
を

配
置
し
、
子
育
て
の
悩
み
相
談

な
ど
に
も
応
じ
ま
す
。

児
童
虐
待
を
防
止

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
児

童
虐
待
の
早
期
発
見
と
未
然
防

止
に
向
け
た
、
市
民
へ
の
啓
発

や
地
区
別
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も

に
、
親
子
を
対
象
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
新
た
に
開
催
し

ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

訪
問
介
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の

在
宅
サ
ー
ビ
ス
や
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
・
充
実
を
引
き
続

き
進
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
設
の
整
備

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
新

潟
め
ぐ
み
園
」
と
、
ケ
ア
ハ
ウ

ス
「
有
隣
」
が
完
成
し
ま
す
。

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
河
渡
の
郷
」
、
ケ
ア
ハ
ウ

ス
「
有
明
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」
と

「
こ
と
ぶ
き
」、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
併
設
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
「
赤
と
ん
ぼ
」
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
か
ら
し
種
の

家
」
の
建
設
費
を
新
た
に
助
成

し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

軽
減
対
象
を
拡
大

低
所
得
者
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
利
用
に
伴
う
自
己
負
担
軽

減
の
た
め
、
民
間
事
業
者
が
独

自
に
利
用
料
の
減
免
を
し
た
場

合
に
も
、
そ
の
民
間
事
業
者
に

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

障
害
者
の
生
活
支
援

精
神
障
害
者
へ
の
在
宅
生
活

支
援
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
派
遣
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

な
ど
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

自
宅
で
の
入
浴
が
困
難
な
重

度
身
体
障
害
者
へ
の
訪
問
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
、
こ
れ
ま
で
の
週

１
回
か
ら
週
２
回
に
拡
大
し
ま

す
。知

的
障
害
者
通
所
授
産
施
設

「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
日
和
山
」

の
全
面
改
築
が
完
了
。
ま
た
、

入
所
型
の
施
設
と
し
て
、
A
L

S
専
用
居
室
を
備
え
た
身
体
障

害
者
療
護
施
設
「
松
潟
の
園
」

の
建
設
費
を
助
成
し
ま
す
。

知
的
障
害
者
へ

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

知
的
障
害
者
の
自
立
と
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
医
療

機
関
や
公
的
機
関
な
ど
へ
出
掛

け
る
と
き
に
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
を
新
た
に
派
遣
し
ま
す
。

市
民
健
康
診
査
の
充
実

基
本
健
康
診
査
の
受
診
者
で

40
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
５
歳
き

ざ
み
の
年
齢
の
人
を
対
象
に
Ｃ

型
肝
炎
検
診
を
、
ま
た
、
40
歳

と
50
歳
を
対
象
に
、
成
人
歯
科

健
診
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

市
民
病
院
の
診
療
体
制
の
充
実

新
市
民
病
院
建
設
に
向
け
、

基
本
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

新
病
院
は
、
重
症
・
救
急
患

者
に
対
応
し
、
総
合
医
療
を
提

供
す
る
病
院
と
し
て
機
能
を
拡

充
し
ま
す
。

燃
え
る
ご
み
の
約
半
分
を
占

め
る
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル

な
ど
の
古
紙
と
、
燃
え
な
い
ご

み
と
し
て
回
収
し
て
い
る
ボ
ン

ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
危
険

物
の
分
別
収
集
を
モ
デ
ル
地
区

で
実
施
。
ご
み
の
減
量
化
と
再

資
源
化
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

特
色
あ
る
公
園
の
整
備

堀
の
再
生
活
動
を
支
援

公
園
の
整
備
は
、
西
海
岸
公

園
の
ロ
ラ
ン
跡
地
な
ど
が
完

了
。
信
濃
川
右
岸
の
や
す
ら
ぎ

堤
緑
地
、
佐
潟
公
園
、
み
ず
き

野
中
央
公
園
な
ど
の
整
備
を
引

き
続
き
進
め
ま
す
。

ま
た
、
縄
文
時
代
な
ど
の
生

活
を
学
ん
だ
り
、
体
験
で
き
る

蔵
岡
公
園
の
建
設
に
着
手
。
泰

平
橋
か
ら
下
流
１
６
０
０
�
の

阿
賀
野
川
右
岸
河
川
敷
に
自
然

生
態
観
察
ゾ
ー
ン
、
水
辺
・
親

水
ゾ
ー
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
な
ど
を
設

け
る
、
阿
賀
野
川
右
岸
緑
地
の

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

寄
居
町
の
オ
ギ
ノ
通
り
沿
い

に
ポ
ケ
ッ
ト
・
パ
ー
ク
を
設

け
、
名
誉
市
民
で
あ
る
荻
野
久

作
博
士
の
像
を
設
置
。
営
所
通

1
に
整
備
を
進
め
て
い
る
水
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
も
、
名
誉
市

民
の
澤
田
敬
義
博
士
の
像
を
設

置
し
ま
す
。

「
水
の
都
に
い
が
た
」
に
ふ

さ
わ
し
い
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
か
つ

て
の
堀
の
再
生
に
向
け
た
活
動

を
市
民
と
と
も
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

貴
重
な
野
生
生
物
種
の
保
全

騒
音
マ
ッ
プ
を
作
製

本
市
に
生
息
・
生
育
す
る
貴

重
な
野
生
生
物
種
を
保
全
し
よ

う
と
、
生
息
地
や
保
全
方
法
な

ど
を
掲
載
し
た
「
自
然
環
境
保

全
資
料
（
市
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
）
」
の
作
製
に
取
り
掛

か
り
ま
す
。

自
動
車
騒
音
の
常
時
監
視
体

制
強
化
に
向
け
、
市
内
の
幹
線

道
路
沿
線
地
域
に
お
け
る
騒
音

を
把
握
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
騒
音
マ
ッ
プ
を
作

製
し
ま
す
。

下
水
道
整
備
と

雨
水
対
策
事
業
の
推
進

下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

農
業
集
落
排
水
な
ど
を
含
む
普

及
率
が
、
14
年
度
末
に
は
13
年

度
比
３
・
５
％
増
の
72
％
に
達

す
る
見
込
み
で
、
県
の
西
川
流

域
下
水
道
西
川
処
理
場
の
供
用

開
始
に
よ
り
、
内
野
西
や
鳥
原

な
ど
の
下
水
処
理
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

雨
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
小

新
・
関
新
・
下
山
の
ポ
ン
プ
場

の
建
設
工
事
を
さ
ら
に
推
進
。

五
十
嵐
・
鳥
屋
野
・
坂
井
輪
・

物
見
山
な
ど
の
雨
水
幹
線
の
整

備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
弁
天
橋

通
１
・
寄
附
町
・
下
所
島
・
山

木
戸
１
で
局
所
雨
水
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
雨
水

貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
や
、
公

共
施
設
へ
の
雨
水
浸
透
ま
す
な

ど
の
設
置
を
進
め
る
ほ
か
、
公

園
に
も
雨
水
浸
透
施
設
を
整
備

し
、
雨
水
流
出
を
抑
制
し
ま

す
。
一
般
家
庭
に
お
け
る
、
雨

水
浸
透
ま
す
や
貯
留
タ
ン
ク
の

設
置
件
数
の
増
加
に
向
け
、
予

算
を
拡
充
し
ま
す
。

良
質
な
住
宅
の
供
給
と
確
保

建
て
替
え
が
進
む
市
営
藤
見

町
住
宅
の
う
ち
第
２
住
宅
Ｂ
号

棟
の
建
設
に
着
手
。
そ
の
ほ
か

の
市
営
住
宅
で
は
、
給
水
管
の

取
り
替
え
や
外
壁
改
修
な
ど
の

大
規
模
修
繕
を
行
い
ま
す
。

新
た
に
、
中
心
市
街
地
で
の

居
住
促
進
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
行
い
、
具
体
的
な
施
策
を

取
り
ま
と
め
ま
す
。

信
濃
川
浄
水
場
の
建
設

老
朽
化
が
進
む
鳥
屋
野
浄
水

場
に
替
わ
る
施
設
と
し
て
、
高

度
浄
水
処
理
施
設
を
備
え
た
信

濃
川
浄
水
場
の
建
設
を
進
め
ま

す
。

健康福祉�
都　市�

Ｗ
杯
開
催
時
の
来
訪
者
を
歓

迎
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
に
い
が
た

水
都
フ
ェ
ス
タ
」
を
、
５
月
末

か
ら
約
１
ヵ
月
間
、
白
山
公
園

周
辺
な
ど
で
開
催
し
ま
す
。
Ｗ

杯
関
連
で
は
、
ナ
ン
ト
美
術
館

展
や
古
町
マ
ン
ガ
ス
ト
リ
ー
ト

な
ど
も
行
う
ほ
か
、
ワ
ー
ル

ド
・
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
、
日

韓
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
演
奏
会
を

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
で
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
産
業
活
性
化
へ

の
取
り
組
み
を
推
進
。
中
小
企

業
向
け
制
度
融
資
を
引
き
続
き

実
施
す
る
ほ
か
、
市
内
製
造
業

を
対
象
に
し
た
実
態
調
査
を
行

い
ま
す
。
商
店
街
の
空
き
店
舗

対
策
、
Ｗ
杯
歓
迎
事
業
、
中
心

市
街
地
に
ぎ
わ
い
創
出
イ
ベ
ン

ト
な
ど
へ
の
支
援
や
、
古
町
・

万
代
を
拠
点
と
し
た
買
物
循
環

バ
ス
の
運
行
実
験
へ
の
助
成
な

ど
も
行
い
ま
す
。

新
潟
駅
周
辺
整
備
と

連
続
立
体
交
差
事
業
の
推
進

幹
線
道
路
に
つ
い
て
、
計
画

素
案
を
基
に
、
よ
り
詳
細
な
検

討
を
行
う
ほ
か
、
駅
前
広
場
な

ど
の
計
画
作
り
を
提
案
競
技
で

進
め
、
16
年
度
の
都
市
計
画
決

定
を
目
指
し
ま
す
。

鉄
道
駅
周
辺
の
整
備

関
屋
駅
の
橋
上
駅
舎
化
や
自

由
通
路
、
駅
前
広
場
の
整
備
に

向
け
て
実
施
設
計
を
行
い
ま

す
。市

街
地
再
開
発
事
業
の
推
進

花
園
１
丁
目
地
区
に
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
る
再
開
発
ビ
ル

は
、
12
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
で
す
。
新
潟
駅
南
口
第
二
地

区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
へ
の

助
成
も
行
い
ま
す
。

新
潟
み
な
と
ト
ン
ネ
ル
と

柳
都
大
橋
が
５
月
開
通

川
端
町
入
船
線
な
ど
、
関
連

道
路
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、

同
ト
ン
ネ
ル
の
両
岸
に
完
成
す

る
立
坑
の
右
岸
側
（
山
の
下
み

な
と
タ
ワ
ー
）
６
階
に
、
市
内

や
日
本
海
が
一
望
で
き
る
展
望

展
示
室
を
整
備
し
ま
す
。

高
速
道
鳥
原
バ
ス
停

駐
車
場
の
拡
張

パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド

を
推
進
し
、
都
市
内
交
通
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
、
同
駐
車
場

を
約
４
倍
に
拡
張
し
ま
す
。
今

年
度
は
、
一
部
用
地
取
得
を
行

い
ま
す
。

人
に
や
さ
し
い

歩
行
者
空
間
の
整
備

白
山
駅
か
ら
や
す
ら
ぎ
堤
ま

で
伸
び
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
と
、
鳥
原
地
内
の
い
こ
い

の
路
が
完
成
し
ま
す
。
15
年
度

ま
で
に
、
や
す
ら
ぎ
堤
の
八
千

代
橋
西
詰
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
す
る
ほ
か
、
下
所
島
排
水

路
に
整
備
す
る
ふ
れ
あ
い
散
策

ロ
ー
ド
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

新
事
業
の
創
造
を
支
援

起
業
家
支
援
と
し
て
、
ミ
ニ

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

提
供
す
る
ほ
か
、
情
報
通
信
関

連
産
業
の
立
地
を
促
進
さ
せ
る

た
め
、
事
業
所
賃
借
料
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
大
学
と
企
業

の
技
術
連
携
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
Ｗ
杯
開
催
時
に
は
新
潟

の
産
業
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
場

を
設
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
構
想
の
策
定

地
域
特
性
を
生
か
し
た
農
林

水
産
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
、

広
域
的
な
農
村
振
興
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
基
本
計
画
を
策
定

し
、
今
後
の
施
策
の
方
向
性
を

提
示
し
ま
す
。
米
の
生
産
調
整

が
進
む
中
、
野
菜
な
ど
へ
の
転

作
推
進
の
ほ
か
、
超
過
達
成
者

へ
の
助
成
を
新
た
に
行
う
な

ど
、
多
面
的
に
支
援
し
ま
す
。

合
併
の
推
進

亀
田
町
・
横
越
町
と
の
合
併

問
題
協
議
会
を
引
き
続
き
開
催

す
る
ほ
か
、
政
令
指
定
都
市
の

実
現
に
向
け
、
調
査
研
究
や
周

辺
市
町
村
と
の
意
見
交
換
、
市

報
特
集
号
な
ど
を
通
じ
た
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

学
」
を
履
修
し
ま
す
。

黒
埼
南
小
学
校

黒
鳥
・
木
場
・
板
井
小
の
統

合
小
学
校
と
な
る
、
黒
埼
南
小

の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。
同
校

は
、
16
年
４
月
開
校
予
定
で
す
。

中
学
校
給
食
の
実
施

小
針
・
山
潟
中
で
、
複
数
メ

ニ
ュ
ー
方
式
と
弁
当
併
用
方
式

を
採
用
し
た
中
学
校
給
食
を
継

続
し
て
検
証
。
そ
の
後
、
配
ぜ

ん
室
と
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
整
備

を
順
次
進
め
、
給
食
未
実
施
校

全
校
で
の
15
年
度
実
施
を
目
指

し
ま
す
。

図
書
館
の
夜
間
開
館
を

全
館
に
拡
大

平
日
午
後
７
時
ま
で
の
夜
間

開
館
を
図
書
館
全
館
に
拡
大
し

ま
す
。

長
嶺
小
跡
地
に
建
設
を
予
定

し
て
い
る
中
央
図
書
館
の
基
本

計
画
を
策
定
す
る
ほ
か
、
黒
埼

図
書
館
の
増
築
・
改
修
を
行

い
、
施
設
の
拡
充
と
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
図
り
ま
す
。

西
海
岸
公
園
屋
内
プ
ー
ル

水
球
、
飛
び
込
み
、
シ
ン
ク

ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
な
ど

も
で
き
る
可
動
床
の
多
目
的
プ

ー
ル
が
、
４
月
末
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

ナ
イ
タ
ー
設
備
を
設
け
た
少

年
野
球
広
場
は
、
７
月
供
用
開

始
を
目
指
し
て
整
備
し
ま
す
。

郷
土
歴
史
博
物
館

信
濃
川
と
調
和
し
た
港
町
を

表
現
す
る
歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン

の
中
核
施
設
、
郷
土
歴
史
博
物

館
の
建
設
を
進
め
る
ほ
か
、
歴

史
的
建
造
物
の
移
築
に
着
手
し

ま
す
。

ナ
ン
ト
美
術
館
展

Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
新
潟
開
催
に

合
わ
せ
て
、
５
月
30
日
か
ら
７

月
28
日
ま
で
市
美
術
館
で
フ
ラ

ン
ス
・
ナ
ン
ト
市
の
協
力
に
よ

り
開
催
。
モ
ネ
や
ピ
カ
ソ
な
ど

な
じ
み
の
深
い
画
家
の
作
品
も

含
め
、
73
作
家
・
84
点
を
展
示

し
ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

新
国
際
友
好
会
館

礎
小
跡
地
に
複
合
施
設
と
し

て
建
設
す
る
、
市
民
の
自
発
的

な
学
習
活
動
を
支
援
す
る
「
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
国
際
交

流
の
拠
点
と
な
る
「
新
国
際
友

好
会
館
」
の
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

学
校
と
地
域
の
連
携
を
深
め

る
た
め
、
子
ど
も
の
遊
び
場
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
学
校
施
設
を
活
用
す
る
「
ふ

れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
モ
デ
ル
事
業
」

を
、
笹
口
・
関
屋
・
東
曽
野
木

小
の
３
校
で
新
た
に
行
い
ま
す
。

完
全
学
校
週
５
日
制
の
実
施

に
伴
い
、
公
民
館
な
ど
で
の

「
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
」

と
学
校
開
放
を
毎
週
土
曜
日
に

拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
地
区
図

書
室
７
室
で
、
土
曜
日
午
前
の

開
室
を
し
ま
す
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

で
は
、
多
様
な
授
業
展
開
を
す

る
た
め
、
地
域
の
特
色
あ
る
自

然
・
歴
史
・
文
化
・
産
業
や
人

材
を
活
用
し
ま
す
。

学
校
内
外
を
通
じ
た
奉
仕
活

動
・
体
験
活
動
の
充
実
を
図
る

た
め
、
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
ま
す
。

教
育
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

小
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
順
次
増
設
し
、
１
人
１
台
体

制
に
し
て
い
き
ま
す
。

新
た
に
、
情
報
化
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
各
学
校
に
定
期
的

に
派
遣
し
ま
す
。

万
代
高
等
学
校

英
語
理
数
科
と
、
県
内
初
の

普
通
科
総
合
選
択
制
を
採
用
す

る
「
万
代
高
等
学
校
」
の
建
設

を
進
め
ま
す
。
同
校
は
、
15
年

４
月
に
開
校
予
定
の
男
女
共
学

校
。
新
潟
の
自
然
・
歴
史
・
文

化
・
産
業
な
ど
を
学
ぶ
「
新
潟

黒
埼
市
民
会
館

黒
埼
地
区
の
生
涯
学
習
活

動
・
文
化
活
動
の
拠
点
施
設
、

黒
埼
市
民
会
館
の
用
地
取
得
と

基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
整
備

地
域
活
動
の
拠
点
施
設
と
し

て
中
学
校
区
ご
と
に
整
備
を
進

め
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ

ス
が
、
二
葉
地
区
に
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
日
和
山
と
の
複
合
施
設

と
し
て
10
月
に
完
成
し
ま
す
。


